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主 な 記 事 
6月1日は人権擁護委員の日 2面 
手話教室を開講します 2面 
綴喜陸上競技大会に参加しよう 3面 
ゴールデンウィークカメラルポ 4面 
歯の健康（シリーズ7） 4面 
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男 28，128人（+141） 
平成13年5月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 

女 28，879人（+118） 
合計 57，007人（+259） 

世帯数  20，422世帯（+229） 

◆広報紙に掲載の写真さしあげます。ご希望の方は市広報広聴課（�64-1320）へ◆

豊かな環境のめぐみ 豊かな環境のめぐみ 

市
は
、
環
境
美
化
に
対
す
る

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
識
を
一

層
高
め
、
う
る
お
い
の
あ
る
快

適
な
生
活
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
“
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
京
田
辺
”「
市
民
一

斉
清
掃
」
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
３
日
�

場
所
＝
各
区
・
自
治
会

く
わ
し
く
は
、
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
が
清
潔
で
快
適
な
生
活

の
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
市
は
平
成
１１
年
に

「
ま
ち
を
美
し
く
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国

が
定
め
た
「
環
境
基
本
計
画
」

は
、
国
民
の
役
割
と
し
て
「
環

境
美
化
活
動
へ
の
参
加
な
ど
に

よ
り
、
地
域
の
環
境
美
化
に
努

め
る
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
環
境
保
全
の
推
進
の
観
点

か
ら
も
一
層
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

環
境
美
化
は
私
た
ち
自
身
の

課
題
で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
も
の
で
す
。

各
区
・
自
治
会
で
一
斉
清
掃

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト 

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト 

わ
が
ま
ち
“
京
た
な
べ
”
を

美
し
く
す
る
会
が
『
ま
ち
を
美

し
く
』
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

応
募
数
は
「
標
語
の
部
」
が

５０
点
で
し
た
。「
ポ
ス
タ
ー
の

部
」
の
応
募
は
１
点
の
み
で
し

た
が
、
優
れ
た
作
品
で
あ
っ
た

た
め
最
優
秀
賞
に
決
ま
り
ま
し

た
。入

選
作
品
は
、
環
境
美
化
の

広
報
活
動
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
環
境
美
化
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
人
へ
の
表
彰

者
も
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

【
標
語
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
…
「
こ
の
子
ら

に
　
残
そ
う
き
れ
い
な
京
田

辺
」
姫
嶋
百
合
子
（
大
住
ケ
丘
）

▼
優
秀
賞
…
「
今
飲
ん
だ

あ
き
か
ん
持
つ
手
　
ゴ
ミ
箱

へ
」
香
村
有
哉
（
田
辺
辻
）

▼
佳
作
…
「
持
ち
帰
ろ
う

ゴ
ミ
や
缶
　
外
も
道
路
も
我
が

家
と
同
じ
」
須
�
和
人
（
大
住

小
林
）
・
「
新
世
紀
　
な
お
美

し
く
　
京
た
な
べ
」
渡
辺
達
明

（
田
辺
狐
川
）
・
「
そ
こ
の
キ

ミ
　
美
し
い
未
来
　
守
ろ
う

よ
」
橋
本
晶
子
（
田
辺
勇

田
）
・
「
ポ
イ
捨
て
を
　
や
め

て
今
度
は
　
リ
サ
イ
ク
ル
」
多

田
夏
希
（
興
戸
宮
ノ
前
）
・

「
ぼ
く
た
ち
で
　
き
れ
い
に
し

よ
う
　
京
田
辺
」
平
林
拓
朗

（
興
戸
町
田
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

▼
最
優
秀
賞
…
「
あ
な
た
な

ら
、
ど
っ
ち
に
住
み
ま
す
か
？
」

河
村
英
二
（
薪
畠
）

【
環
境
美
化
活
動
実
践
者
】

藤
井
誠
三
・
岡
嶋
英
昭
・
北

川
譲
・
西
川
恒
彦
・
徳
田
正
子

6月5日は環境の日です。
これは、昭和47年6月5日にストックホル
ムで開かれた「国連人間環境会議」を記念
して定められたもの。国連では、日本の提
案を受けてこの日を「世界環境デー」と定
めており、日本でも「環境基本法」で『環
境の日』と定めています。
また、わが国では6月の1か月間を『環境
月間』とし、全国でさまざまな行事が計画
され、環境保全のための活動が重点的に行
われます。
環境にやさしい社会を築くためには、私
たち一人ひとりが日々の暮らし方を見直し、
少しずつでも環境にやさしいものに変えて
いくことが必要です。豊かな環境の恩恵を
将来に渡って受け継いでいくため、環境保
全について何ができるか考えましょう。
これを機会にみなさんも環境について考
えてみませんか。

６
月
５
日
は
環
境
の
日

６
月
５
日
は
環
境
の
日 
６
月
５
日
は
環
境
の
日 

将来へ受け継ごう

６
月
３
日

わ が ま ち 
“京たなべ”“京たなべ”を 
美しくする会美しくする会 

わ が ま ち 
“京たなべ”を 
美しくする会 

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
作
決
ま
る

地
域
美
化
に
尽
力
あ
っ
た
人
も
表
彰

関心のある人ご応募ください
市は、循環型社会の構築を図るため「市

ごみ減量化推進委員会」を設置します。
同委員会は、学識経験者や市議会の代

表・各種団体の代表者で構成しますが、市
民の方々の意見を広くお聴きし反映させる
ため、委員を募集します。
ごみ問題に関心のある人は、ぜひご応募

ください。
応募資格＝市内に在住する20歳以上の人
募集人数＝若干名
しめきり＝5月31日�
申込・問合せ先＝清掃衛生事業室（環境

衛生センター甘南備園内、�62・4328）

４
月
２８
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
の
大
型
連
休

の
期
間
中
、
市
内
で
は
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
数

多
く
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
の
連
休
は
、
前
半
が
時
お
り
雨
が
ふ
る

あ
い
に
く
の
天
気
だ
っ
た
も
の
の
、
後
半
は
持

ち
直
し
、
行
楽
日
和
に
。

市
民
み
な
さ
ん
の
結
婚
や
入
学
・
転
入
な
ど

を
記
念
し
開
か
れ
た
植
樹
祭
を
は
じ
め
、
児
童

福
祉
週
間
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
野
外
活
動

に
親
し
む
日
・
田
辺
公
園
プ
ー
ル
の
無
料
開
放

に
も
多
く
の
み
な
さ
ん
が
集
い
、
春
風
を
感
じ

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
休
日
を
満

喫
し
ま
し
た
。

【
４
面
へ
つ
づ
く
】

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
満
喫

田
辺
公
園
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

ごみ減量化推進委員を募集 

ゴールデンウィークゴールデンウィーク ゴールデンウィーク 　　　　 2001　　　　 2001　　
　
　

　京
田 辺

　　
　
　

　京
田 辺

ま
ち
を
美
し
く

清潔で快適な暮らしが送れるように（昨年の山手東自治会
で行われた市民一斉清掃）

最優秀賞に選ばれたポスター

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
京
田
辺

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
京
田
辺 

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
京
田
辺 



広 報 　 き ょ う た な べ＜ 3 ＞ 平成13年（2001年）5月15日

 

　
　
市
内
の
で
き
ご
と
、
ニ
ュ
ー
ス
、 

催
し
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く 

だ
さ
い 

　
　
　
京
田
辺
市
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
） 

Kyotanabe    Information    Square情報スクエア 情

ゆ
ず
り
ま
す

�
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
（
ゆ
れ
る

も
の
）
�
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ

（
15
年
前
の
も
の
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
冷
蔵
庫
�
大
正
琴
�
ベ

ビ
ー
カ
ー
Ａ
・
Ｂ
型
の
い
ず
れ

か
�
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
�
木
製
本

棚
（
幅
約
９０
�
×
高
さ
約
１
２

０
�
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
64
・
１
３
６
０
）

種　目 部　門 

種　目 部　門 

1500�走女子・男子 �中学生　�16～34歳　�35歳以上 

100�走女子・男子 �小学5・6年生　�中学生　�16～34歳　�35歳以上 

50�走女子・男子 �小学1～4年生　�16～34歳　�35歳以上 

400�走女子・男子 �中学生　�16～34歳　�35歳以上 

3000�走女子・男子 �中学生　�16～34歳　�35歳以上 

中学生リレー女子・男子 中学生　4人　　　　　　　　　　4×100� 

小学生リレー女子・男子 小学5・6年生　4人　　　　  　　 4×100� 

400�リレー女子 一般（16歳以上）4人（知事杯争奪）4×100� 

400�リレー男子 一般（16歳以上）4人（知事杯争奪）4×100� 

砲丸投げ男子・女子 �中学生　�16～34歳　�35歳以上 

走り幅跳び男子・女子 �小学4～6年生　�中学生　�16～34歳　�35歳以上 

走り高跳び男子・女子 �小学5・6年生　�中学生　�16～34歳　�35歳以上 

■トラック 

■フィールド 

綴喜陸上競技大会を開きます 

綴喜陸上競技大会を開きます 

親
睦
と
交
流
を
深
め
る
た
め

市
と
井
手
・
宇
治
田
原
両
町
は
、
住
民

相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、
広
域
的
な

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
め
ざ
し
た
、
第
２
回
綴

喜
陸
上
競
技
大
会
を
開
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
に
ち
＝
７
月
１
日
�

開
会
式
＝
午
前
１０
時
か
ら
（
午
前
９
時

３０
分
か
ら
選
手
・
参
加
費
の
受
付
を
し
ま

す
）場

所
＝
山
城
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
（
通
称
＝
太
陽
が
丘
、
宇
治
市
）

内
容
＝
左
表
の
と
お
り

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通

学
す
る
小
学
１
年
生
以
上
の
人
お
よ
び
グ

ル
ー
プ

参
加
費
＝
▼
中
学
生
…
１
０
０
円
▼
１６

歳
以
上
…
３
０
０
円
（
小
学
生
は
無
料
）

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育
館
へ
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。（
小
・
中
学
生
は
、
各
学

校
か
ら
配
ら
れ
る
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
）

し
め
き
り
＝
６
月
１５
日
�
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
協
会
事

務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１

５
０
１
、
�
６２
・
１
５
３
４
）

市
は
、
昨
年
ま
で
行
っ
て
い

た
手
話
教
室
を
よ
り
充
実
さ

せ
、
手
話
通
訳
者
を
目
指
す
人

を
養
成
す
る
目
的
で
、
１
年
間

の
手
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

前
半
（
入
門
）
は
、
は
じ
め

て
手
話
を
学
ぶ
方
を
対
象
に
、

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理
解

を
深
め
、
手
話
の
特
徴
や
表
現

方
法
の
基
礎
づ
く
り
、
手
話
を

読
み
と
る
力
な
ど
の
習
得
を
目

指
し
ま
す
。（
右
表
）

後
半
（
基
礎
）
は
、
手
話
で

日
常
会
話
が
で
き
る
技
術
の
習

得
を
目
標
に
し
、
聴
覚
障
害
者

福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
と
知
識

を
深
め
ま
す
。
詳
細
は
広
報
８

月
１５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。期

間
＝
６
月
１５
日
〜
１０
月
１２

日
・
毎
週
金
曜
日
の
午
後
１
時

〜
４
時
（
た
だ
し
、
祝
日
・
８

月
を
除
く
）

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
の
、

は
じ
め
て
手
話
を
学
ば
れ
る
方

定
員
＝
４０
名

受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
８
５
０
円
の
み
必
要
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
①
氏
名
②
住
所
③
連

絡
先
（
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
）

④
手
話
学
習
経
験
を
記
入

し
め
き
り
＝
５
月
３１
日
�

（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
京
都
市

聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
地
域

福
祉
部
養
成
研
修
係
（
〒
６
０

４
・
８
４
３
７
京
都
市
中
京
区

西
ノ
京
東
中
合
町
２
番
地
、
�

０
７
５
・
８
４
１
・
８
３
３

７
）

手話教室の受講者募集 手話教室の受講者募集 
通訳者を養成、より充実した教室に

〈競技種目一覧〉

市民総体に参加しませんか 第16回

田辺公園テニスコートなどで
日
時
＝
６
月
１７
日
�
午
前
９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上
の
人
、

ま
た
は
社
会
体
育
協
会
卓
球
連
盟
に
在
籍
す
る
中
学
生
以
上
の
人

競
技
内
容
＝
▼
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
▼
ダ
ブ
ル
ス
の
部

参
加
費
＝
▼
中
学
生
…
１
人
３
０
０
円
▼
中
学
生
以
外
の
人
…
１
人
５

０
０
円
（
当
日
に
徴
収
し
ま
す
）

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
社
会
体
育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
６
月
８
日
�
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺

市
田
辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１
５
３
４
）

日
時
＝
７
月
１５
日
�
午
後
７
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
培
良
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の
人
で
編
成
で
き
る

チ
ー
ム

参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円
（
当
日
に
徴
収
し
ま
す
）

し
め
き
り
＝
６
月
１
日
�
午
後
５
時

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
社
会
体
育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）
へ

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１
５

０
１
、
�
６２
・
１
５
３
４
）

日
時
＝
６
月
３
日
�
午
前
８
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
田
辺
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上
の
人

参
加
費
＝
▼
中
学
生
…
１
人
１
０
０
円
▼
中
学
生
以
外
の
人
…
１
人
３
０

０
円
（
当
日
に
徴
収
し
ま
す
）

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
社
会
体
育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）
へ
直
接
ま
た

は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
５
月
２８
日
�
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１
５
３
４
）

リサイクルリサイクル 
情　　　報情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

リサイクル 
情　　　報 

水　道 国　際 
交　流 

市は、第2回ソフトテニス・ジュニア教
室を開きます。しめきりが迫っていますの
で、お早めにお申し込みください。
日時＝6月10日・17日・24日のいずれも

日曜日の午前9時30分～正午
場所＝田辺木津川運動公園テニスコート
対象＝市内に在住する小・中学生の人
参加費＝1人100円（第1回目の受付で徴

収します）
申込方法＝社会体育協会事務局（田辺中

央体育館内）へ申込書を持参していただく
か、郵送・ファクスで申し込んでください。
しめきり＝5月25日�午後5時
申込・問合せ先＝社会体育協会事務局

（〒610・0331京田辺市田辺丸山19、田辺中
央体育館内、�62・1501、�62・1534）

5
月
25
日
し
め
き
り
で
す

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

教育委員会は、田辺公園プールの監視員と夏季期間（7月1日�～8月31日
�）の受付事務のアルバイト登録者を募集します。

【職種と応募資格】
プール監視員＝昭和21年4月２日以降に生まれた学校教育法(昭和22年法律

第26号)による高等学校以上を卒業し、水泳ができる人。
プール受付事務＝昭和21年4月2日以降に生まれた学校教育法(昭和22年法

律第26号)による高等学校以上を卒業し、土・日曜日とも勤務できる人。
いずれの職種も地方公務員法第16条の各号のいずれかに該当する人は応募

できません。

【申込方法】
教育総務課に備え付けの申込書に必要事項を書いて、撮影後６か月以内の

写真（上半身脱帽、縦６�×横５�）を貼り、同課へ本人が持参してくださ
い。

【申込書交付・受付日時】
5月21日�～6月4日�午前8時30分～正午、午後1時～5時。ただし、土・日

曜日は除きます。

【申込・問合せ先】
教育総務課（�64・1391）

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存

じ
で
す
か
。

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

人
権
は
、
人
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
う
え
で
、
最
も
大
切
な

権
利
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
一
層
の
人
権
尊
重
意
識

の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
い
ま
す
。

市
長
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
市
の
人
権

擁
護
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

▼
上
村
清
彦
（
東
西
神
屋

４０
・
１
、
�
６２
・
３
５
３
７
）

▼
岡
山
稔
（
薪
天
神
堂
６
、
�

６３
・
２
２
４
４
）
▼
小
畠
壽
子

（
大
住
関
屋
３１
・
８
、
�
６２
・

０
３
３
６
）
▼
神
谷
ミ
チ
ヨ

（
花
住
坂
２
丁
目
１６
・
１
、
�

６３
・
５
７
７
１
）
▼
川
端
惠
美

子
（
三
山
木
谷
垣
内
２８
、
�

６２
・
０
３
９
８
）
▼
鈴
木
正
思

（
水
取
東
光
明
谷
８
、
�
６５
・

０
１
６
３
）

相
談
は
、
定
例
相
談
日
（
毎

月
第
２
・
第
４
水
曜
日
）
ま
た

は
委
員
の
自
宅
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

（
�
６４
・
１
３
２
０
）

厚
生
労
働
省
・
�
産
業
雇
用

安
定
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
、「
第

６
回
し
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
が
見
つ
け
た
「
働
く

感
動
」
や
、
伝
え
た
い
「
し
ご

と
へ
の
想
い
」
を
ビ
デ
オ
、
写

真
、
エ
ッ
セ
イ
に
し
て
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

募
集
内
容
＝
下
表
の
と
お
り

応
募
方
法
＝
政
策
推
進
課
に

備
え
付
け
の
応
募
票
に
必
要
事

項
を
書
い
て
�
産
業
雇
用
安
定

セ
ン
タ
ー
（
〒
１
１
０
・
０
０

１
６
東
京
都
台
東
区
東
２
・

幸
せ
な
人
生
は
人
権
の
尊
重
か
ら

幸
せ
な
人
生
は
人
権
の
尊
重
か
ら 

幸
せ
な
人
生
は
人
権
の
尊
重
か
ら 

委
員
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
木
口
美
智
子
さ
ん
（
田
辺
）

が
福
祉
の
た
め
に
１０
万
円

寄

付

寄

付

 

寄

付

人

事

 

表

彰

 

部門 応募方法 

ビデオ部門 
VHS・S-VHS、DVテープまたは8ミリビデオ。長さは10
分以内。作品テープの背にタイトルをラベルで貼付。
100～200字程度で作品の説明および感想を応募票に記入。 

写真部門 

エッセイ部門 
小学生・中学生の部（作文） 
高校生・大学生・一般の部 

手書きの場合は、400字詰めA4判原稿用紙3枚以内。 
ワープロ原稿の場合は、A4判用紙に1200字以内。 
必要事項を応募票に記入。 

絵画部門 
小学生の部、中学生の部 

画用紙にクレヨン・水彩・ガッシュ・アクリルで
描かれた絵画。100～200字程度で作品の説明を応
募票または別紙に記入。 

2Lまたはキャビネサイズ。モノクロ・カラーいずれも可。なお、
4枚以内の組み写真も可（裏面に番号記入）。台紙付け不可。
応募票は写真の裏面にセロハンテープで貼付（のり付け不可）。
100～200字程度で作品の説明および感想を応募票に記入。 

■募集内容 

申
込
は
５
月
２１
日
〜
６
月
４
日

２７
・
３
）
へ
作
品
と
と
も
に
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
６
月
３０
日
�

発
表
＝
１０
月
中
旬
（
受
賞
者

に
は
直
接
通
知
）

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

し
ご
と

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
多
く

の
人
々
に
「
し
ご
と
」
を
見
つ

め
直
し
、
理
解
と
興
味
を
深
め

る
機
会
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
平
成
８
年
度
か
ら
毎
年
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

市消防本部は、家庭や職場で起こる急な
事故や病気の手当てができるように普通救
命講習会を行います。
日時＝6月10日�午前9時～正午
場所＝井手町立山吹ふれあいセンター
定員＝先着30人
講習料＝無料

しめきり＝6月9日�
申込・問合せ先＝▼消防署（�

63・1125）▼同署井手分署（�82・
3000）

井
手
町
で
普
通
救
命
講
習
会

舞
踊
発
表
会

市
文
化
協
会
は
、
第
１５
回
京

人権擁護委員の日

急な事故や病気の時は救命処置が大切
（昨年の講習会　北部住民センター）

6月
10日

し
め
き
り
６
月
３０
日

6月 
15日� 

6月 
22日� 

6月 
29日� 

7月 
6日� 

7月 
13日� 

7月 
27日� 

9月 
7日� 

9月 
14日� 
9月 
21日� 
9月 
28日� 
10月 
 5日� 

10月 
12日� 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

月日 内　　容 
開講式　聴覚障害者の基礎知識 
第1講座　つたえあってみましょう� 
手話の基礎知識 
第2講座　つたえあってみましょう� 
聴覚障害者の生活「子育てについて」 
第3・4講座自己紹介をしましょう�� 
聴覚障害者の生活「医療について」 
第5・6講座　自己紹介をしましょう�④ 
聴覚障害者の生活「社会生活について」 
第7・8講座　自己紹介をしましょう�� 

第9講座　自己紹介をしましょう 

第10講座　話しかけてみましょう� 

手話サークルの活動 
第19・20講座　あらわしてみましょう�� 
閉講式 

■手話教室の日程・講座内容（前半：入門） 

 

第11・12講座　話しかけてみましょう�� 

第13・14講座　話しかけてみましょう�� 

第15・16講座　話しあってみましょう�� 

第17・18講座　話しあってみましょう�� 

しごとフェス
作 品 募 集

プール監視・受付（夏期）アルバイト募集 プール監視・受付（夏期）アルバイト募集 

急
な
事
故

急
な
事
故
・
病
気
に
即
応

病
気
に
即
応 

急
な
事
故
・
病
気
に
即
応 

受付事務は土・日に勤務できる人受付事務は土・日に勤務できる人 受付事務は土・日に勤務できる人 

６月１日

お
詫
び
と
訂
正

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
５
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
『
各
種

健
診
』
の
記
事
の
な
か
で
、
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診
の
対
象

者
は
４０
〜
６９
歳
の
女
性
の
誤
り

で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

田
辺
市
民
舞
踊
発
表
会
を
開
き

ま
す
。

日
時
＝
６
月
３
日
�
午
前
１０

時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

種
目
＝
▼
古
典
舞
踊
▼
歌
謡

舞
踊
▼
民
謡
踊
り
▼
バ
レ
エ

問
合
せ
先
＝
▼
市
文
化
協
会

舞
踊
部
長
　
松
葉
（
�
６２
・
５

０
２
５
）
▼
市
文
化
協
会
事
務

局
（
社
会
教
育
課
内
、
�
６４
・

１
３
９
３
）

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 

 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 



7月に開かれる「第9回全国手もみ茶品評会」に出品する手も
みのせん茶作りが、普賢寺の京田辺玉露製茶技術研修工場で行
われました。
「京田辺茶手もみ技術保存会」（仲井滋会長）のメンバーら約
10人が、現代の名工に認定されている山下壽一さんの指導のも
と、汗をにじませながら「横まくり」など伝統の技で生葉をも
みました。（4月28日）

今
月
号
は
「
親
知
ら
ず

（
智ち

歯し

）」
の
話
で
す
。

「
親
知
ら
ず
」
と
聞
け

ば
、
誰
も
が
「
痛
い
」

「
抜
く
と
腫
れ
る
」
な
ど

と
恐
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
決

し
て
恐
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
の
で
す
。

親
知
ら
ず
は
智
歯
と
呼

ば
れ
、
知
恵

の
つ
い
た
頃

に
は
え
て
く

る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

個
人
差
も
あ
り
ま
す
が
、

だ
い
た
い
１８
〜
２４
歳
頃
に

永
久
歯
の
中
で
一
番
最
後

に
は
え
て
き
ま
す
。
正
常

に
は
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
現
代
人

は
軟
ら
か
い
食
物
を
摂
取
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
か
、
顎
（
あ
ご
）
の
大
き
さ
と
歯

の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
横
向
き

に
は
え
た
り
、
骨
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
た

り
す
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。
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ゴールデンウィーク カメラルポ ゴールデンウィーク カメラルポ ゴールデンウィーク カメラルポ 
新緑のなか植樹祭や魚つかみ

草
内
木
津
川
運
動
公
園
で
開
か
れ
た
木
津
川
ま
つ
り
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
連
れ
な

ど
約
５
０
０
０
人
が
訪
れ
、
親
子
で
楽
し
め
る
カ
ヌ
ー

レ
ー
ス
や
バ
イ
ク
教
室
、
恒
例
の
魚
つ
か
み
大
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
４
月
２９
日
）

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

222222222222222222222222222

歯
科
医
院
に
行
け
ば
、
こ
の
親
知
ら
ず

の
治
療
と
し
て
は
「
抜
い
て
お
き
ま
し
ょ

う
」と
言
わ
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
正
常
に
は

え
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
横
向
き
に
は

え
て
い
る
場
合
な
ど
で
は
前
の
歯
を
押
し

て
歯
並
び
が
悪
く
な
る
原
因
と
な
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
前
の
歯
と
の
間
が
虫
歯
に

な
っ
て
い
た
り
、
親
知
ら
ず
の
周
り
の
歯

茎
が
腫
れ
た
り
し
て
、
き
ち
ん
と
治
療
し

て
も
、
ま
た
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り

や
す
い
た
め
、
抜
く
治
療
に
な
る
場
合
が

多
い
の
で
す
。
た
だ
、
正
常
に
は
え
て
い

た
と
し
て
も
大
き
な
虫
歯
に
な
っ
た
り
し

た
場
合
は
、
抜
く
時
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ

ま
で
の
話
で
は
、
親
知
ら
ず
は
不
必
要
な

歯
に
思
え
ま
す
が
、
そ
う
で
も
な
い
の
で

す
。前

述
し
た
と
お
り
、
親
知
ら
ず
は
永
久

歯
の
中
で
一
番
最
後
に
は
え
て
く
る
の
で

す
か
ら
、
も
し
別
の
奥
歯
が
何
か
の
原
因

（
虫
歯
や
外
傷
な
ど
）
で
抜
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
時
に
、
親
知
ら
ず
を
利

用
し
て
噛
め
る
よ
う
に
歯
を
補
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
親
知
ら

ず
は
重
要
な
歯
な
の
で
す
。

親
知
ら
ず
は
不
必
要
な
歯
で
あ
る
と
い

う
間
違
っ
た
認
識
は
捨
て
、
大
事
に
手
入

れ
を
す
れ
ば
、
利
用
価
値
も
出
て
き
ま
す
。

ま
た
、
親
知
ら

ず
を
丁
寧
に
手

入
れ
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と

は
、
全
て
の
歯

を
丁
寧
に
手
入

れ
で
き
て
い
る

と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
、

親
知
ら
ず
ま
で

し
っ
か
り
歯
み

が
き
を
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

親
知
ら
ず
も
大
切
に

市は、お昼のひとときを市民のみなさんに気軽に音楽に親しんでい
ただこうと、今回で記念すべき10回目となる「市民ふれあいロビーコ
ンサート」を開きます。
今回は、「ああ人生に涙あり（水戸黄門のテーマ）」や「横浜たそが

れ」など、誰もが知っている親しみやすい曲が大正琴で演奏されます。
どなたでもご自由にご覧になれますので、ぜひお越しください。

日時＝6月5日	午後0時25分
～0時55分
場所＝市役所2階市民ホール
演奏者＝高橋　絃洲
曲目＝▼ああ人生に涙あり

▼ここに幸あり▼くちなしの
花▼横浜たそがれ▼人生路▼
歓喜の頌歌▼アルハンブラの
思い出
問合せ先＝政策推進課（�

64-1310）

第10回

第
５
回
市
民
記
念
植
樹
祭
が
田
辺
公
園
で
開
か
れ
、
約
２
０
０
人

の
市
民
が
参
加
。
５７
組
の
家
族
が
、
誕
生
や
結
婚
・
還
暦
な
ど
を
記

念
し
て
、
サ
ト
ザ
ク
ラ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
を
植
樹
し
ま
し
た
。

子
ど
も
さ
ん
の
入
園
と
入
学
を
祝
っ
て
、
大
住
平
谷
か
ら
参
加
さ

れ
た
田
中
智
志
さ
ん
（
４４
）
は
「
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
う
れ

し
い
。
よ
い
記
念
に
な
り
ま
す
」
と
親
子
で
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
を
植
え

ま
し
た
。（
４
月
２９
日
）

田辺公園プールの無料開放が行われ、多くの人でにぎわいました。こ
れは4月27日から5月13日まで開かれた児童福祉週間のイベント。子ども
らは浮き輪やビーチボールで遊んだり、水をかけ合ったりして、「こども
の日」を満喫しました。（5月5日）

野
外
活
動
に
親
し
む
日
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
内
容
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
探
検
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
篠
笛
づ
く
り
に
家

族
連
れ
ら
３
０
０
人
が
挑
戦
し
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
南
陽

高
校
生
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
、
小
学
生
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
写

真
）
も
披
露
。
竜
王
の
森
は
終
日
、
歓
声
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。（
５
月
５
日
）

大正琴を演奏する高橋絃洲さん


